






2 0 0 9年(平成21年)7月 12日  日曜 日

草
原
森
林
化

湿
原
乾
燥
化

鹿
の
食
害

信
州
大
学
は
Ｈ
日
、
諏
訪
、
茅
野
、
下
諏
訪
の
３
市
町
に
ま
た
が
る
霧
ケ
峰
高
原
に
焦
点
を

当
て
た
自
然
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「霧
ケ
峰
に
学
ぶ
」
を
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。

講
演
や
バ
ネ
ル
討
議
で
、
草
原
の
森
林
化
や
湿
原
の
乾
燥
化
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
な
ど
の
課

題
を
抱
え
る
霧
ケ
峰
に
理
解
を
深
め
、
問
題
解
決
に
向
け
た
地
元
の
取
り
組
み
か
ら
、
今
後
の

自
然
環
境
の
保
護
と
活
用
の
あ
り
方
を
考
え
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鮎
沢
健
五じ

霧
ケ
峰
に
か
か
わ
る
５
人
を
迎

え
た
バ
ネ
ル
討
議
で
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
信
大
理
学
部

物
質
循
環
学
科
の
島
野
光
司
准
教

授
は

「霧
ケ
峰
の
草
原
は
里
山
の

雑
木
林
と
同
じ
よ
う
な
構
造
」
と

述
べ
、
適
度
に
手
を
入
れ
て
保
全

す
る
必
要
性
を
強
調
。
車
山
肩
で

山
小
屋
を
営
む
手
塚
宗
求
さ
ん
＝

諏
訪
市
＝
は
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

の
減
少
に
つ
い
て

「食
害
よ
り
も

高
茎
植
物
の
異
常
繁
殖
で
太
陽
光

が
地
表
に
届
か
な
く
な
っ
た
影
響

が
大
き
い
」
と
し
、
火
入
れ

（野

焼
き
）
の
継
続
を
訴
え
た
。

植
物
保
護
指
導
員
と
し
て
、
夏

期
バ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
江
戸
川
大

学
の
宗
像
優
志
さ
ん
は

「草
原
内

へ
の
立
ち
入
り
も
年
々
増
え
て
お

り
、
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス

（過
剰
利

肇

信
大
が
自
然
環
境
シ
ン
ポ

霧ケ峰から自然環境の保護と利用のあり方を考えたシンポジウム

用
）
の
感
が
あ
る
」
と
指
摘
。
バ

ス
利
用
を
促
進
し
た
り
、
ビ
ー
ナ

ス
ラ
イ
ン
の
再
有
料
化
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

基
調
講
演
し
た
霧
ケ
峰
自
然
環

境
保
全
協
議
会
座
長
の
土
田
勝
義

信
大
名
誉
教
授
は
、
湿
原
に
増
え

る
鹿
の
通
り
道
に
つ
い
て

「雨
水

の
水
路
と
な
っ
て
乾
燥
化
に
拍
車

を
掛
け
て
い
る
」
と
解
説
。
観
光

面
の
課
題
で
は
７
～
８
月
に
利
用

が
集
中
し
て
い
る
と
し
、
分
散
を

図
る
必
要
性
を
挙
げ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
信
大
自
然

環
境
診
断
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座

の
修
了
生
で
つ
く
る

「し
ん
リ
ン

ク
」
共
催
。
小
宮
山
淳
学
長
、
県

の
白
井
千
尋
環
境
部
長
ら
も
出
席

し
た
。
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